
　　競技規定 大会実施年度の（財）日本サッカー協会競技規則による。

但し、以下の項目については本大会規定を定める。

(1) 試合時間 ：４０分（前・後半２０分）決勝戦のみ同点のとき10分の延長、それ以外はＰＫ方式。

(2) ハーフタイムのインターバル：原則として５分（前半終了から後半開始まで）。

(3) 試合毎のエントリー選手数：２０名。

(4) 交代できる選手数：９名までの自由な交代を適用する。（審判の許可必要）

アウトオブプレー中の交代とし、退いた選手が再び復帰することができる。

（交代要員はユニフォームと異なる色のビブス等を着用すること。）

(5) ベンチに入ることの出来る人数：１２人（交代要員９人、役員３人）。

(6) 負傷した競技者の負傷程度を確かめるために入場できる人数：２名以内。

(7) 懲罰 ①警告処分：異なる試合で警告を２回受けた者は次の１試合に出場できない。

②退場処分：次の１試合に出場できない。

大会実施年度の（財）日本サッカー協会競技規則による。

但し、以下の項目については本大会規定を定める。

(1) 競技者の数：８人（うち１人はＧＫ）とする。

(２) キックオフゴールは認めない。

(３) 試合時間 ：３０分（前・後半１５分）の前後半制とする。トーナメント戦は同点のとき１０分間の

延長戦を行い、さらに同点の時は３人によるＰＫ戦とする。

(４) ハーフタイムのインターバル：原則として５分（前半終了から後半開始まで）。

(５) 試合毎のエントリー選手数：２０名。

(６) 交代できる選手数　：１２名までの自由な交代を適用する。

：一度退いた選手が再び復帰することができる。

(７) 交代の手続き ：交代は、審判員の承認を得たうえで、アウトオブプレー中に行うこと。

：コート内の選手が８人を超えないこと。

（交代要員はユニフォームと異なる色のビブス等を着用すること。）

(８) ベンチに入ることの出来る人数：１５人（交代要員１２人、役員３人）。

(９) 負傷した競技者の負傷程度を確かめるために入場できる人数：２名以内。

(10) 懲罰 ： 競技者が退場を命じられた場合、競技者の補充が出来る。

①警告処分：異なる試合で警告を２回受けた者は次の１試合に出場できない。

②退場処分：次の１試合に出場できない。

（11） 審判： 主審１名、副審２名、第４の審判１名の４名で行う。

　　競技規定

低学年の部  （8人制サッカー）

高学年の部  （11人制サッカー）
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（12） フィールドの大きさ：６０m×４０ｍを基準とする。

ペナルティーエリア＝１２ｍ

ペナツティーマーク＝８ｍ

ペナルティーアーク＝半径７ｍ

センターサークル　＝半径７ｍ

ゴールエリア　　　　＝４ｍ

ゴールの大きさ　　＝幅５ｍ×高さ２．１５ｍ（少年用）とする。

8人制サッカーフィールドレイアウト見本

60m
40m


